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43 ニーバーの思惟の特質

ニ
ー
バ
ー
の
思
惟
の
特
質

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
を
め
ぐ
っ
て大　

木　

英　

夫

は
じ
め
に　

状
況

①『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』（
聖
学
院
大
学
出
版
会
）
は
「
ア
メ
リ
カ
史
の
神
学
的
考
察
」

こ
の
書
の
題
は
「
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
」、
つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
史
」
を
問
う
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
史
の
歴
史

研
究
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
「
日
本
の
神
学
」
と
呼
ん
だ
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
史
」
を
神
学
的
考
察
の
対
象
と

し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。

②
執
筆
時
の
状
況

R
ich

ard
 F

o
x

, R
e

in
h

o
ld

 N
ie

b
u

h
r 1

9
8

5
 

に
よ
れ
ば
、
第
二
章
か
ら
第
七
章
ま
で
は
一
九
四
九
〜
一
九
五
一
年
の
講
義
に
基
づ
き
、
最

初
の
第
一
章
と
最
後
の
第
八
章
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
世
界
教
会
会
議
出
席
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
て
書
い
た
と
い
う
。「
ま
え
が
き
」

に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
連
続
講
演
か
ら
な
る
も
の
と
い
う
。
一
つ
は
、
一
九
四
九
年
五
月
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
学
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
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一
九
五
一
年
一
月
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
大
学
で
の
講
演
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
世
界
教
会
会

議
が
あ
っ
た
。
四
九
年
に
は
N
A
T
O
成
立
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
、
ド
イ
ツ
で
は
ブ
ル
ト
マ
ン
の
非
神
話
化
が
流
行
し
だ
し
、
神
学

的
関
心
は
内
向
的
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
バ
ル
ト
は
『
教
会
教
義
学
』「
創
造
論
」
の
「
倫
理
学
」（K

D
III/

3

）
執
筆
。
一
九
五
一
年
七
月

二
〇
〜
三
〇
日
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
で
の
世
界
教
会
会
議
の
準
備
会
、
二
五
人
の
専
門
委
員
会
で
ニ
ー
バ
ー
は
バ
ル
ト
と
会
う
。「
バ
ル
ト
は

こ
の
会
合
に
は
あ
ま
り
よ
い
思
い
出
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
『
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
生
涯
』（
小
川
圭
治
訳
、
新
教
出
版
社
）
の
著
者

エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ブ
ッ
シ
ュ
は
記
す
（
五
六
一
頁
参
照
）。
バ
ル
ト
は
「
教
会
と
世
界
の
希
望
」
で
は
な
く
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
十
字

架
に
つ
け
ら
れ
た
主
、
世
界
の
唯
一
の
希
望
」
と
い
う
題
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
バ
ル
ト
と
ニ
ー

バ
ー
の
神
学
的
相
違
が
対
立
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
ブ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
関
連
で
武
田
清
子
先
生
の
介
在
に
言
及
し
て
い
る
。）

ニ
ー
バ
ー
は
、
一
九
五
二
年
二
月
に
こ
の
書
を
書
き
終
え
た
。
そ
の
後
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
年
は
療
養
生
活
。

一
九
五
三
年
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
だ
。
ち
な
み
に
わ
た
し
が
ユ
ニ
オ
ン
に
行
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
。
病
気
の
後
遺
症
を
残
す
姿
の
ニ
ー

バ
ー
と
出
会
っ
た
。

③
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
五
〇
年
』　
――
ソ
連
に
対
す
る
「
封
じ
込
め
政
策
」

『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
が
書
か
れ
た
当
時
は
、
東
西
対
立
冷
戦
の
絶
頂
期
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
の
有
名
な
『
ア
メ
リ
カ
外

交
五
〇
年
』（
近
藤
晋
一
、
飯
田
藤
次
、
有
賀
貞
訳
、
岩
波
現
代
文
庫
）
が
出
た
頃
で
あ
っ
た
。
ケ
ナ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
外
交
の
ア
イ
デ
ア

リ
ズ
ム
（
律
法
主
義
的
、
道
徳
主
義
的
）
に
対
す
る
批
判
を
も
っ
て
こ
の
書
を
書
い
た
。
そ
の
頃
反
共
的
マ
カ
ー
シ
ズ
ム
が
ア
メ
リ
カ
の
知

的
階
層
を
襲
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
第
七
章
で
ケ
ナ
ン
の
書
に
言
及
し
て
い
る
。
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④
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
の
ア
メ
リ
カ
観  

オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
五
年
）

オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
は
、
ア
メ
リ
カ
を
「
若
い
民
族
」
と
呼
び
「
ア
メ
リ
カ
は
ロ
シ
ア
よ
り
若
い
」「
ア
メ
リ
カ
は
最
新
の
発
明
品
で

カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
原
始
民
族
で
あ
る
」（
オ
ル
テ
ガ
『
大
衆
の
反
逆
』
白
水
社
イ
デ
ー
選
書
、
桑
名
一
博
訳
、
一
九
一
頁
）。
こ
れ
は

第
一
次
、
第
二
次
の
世
界
大
戦
を
経
て
な
お
残
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
的
偏
見
を
表
し
て
い
る
）
1
（

。
そ
れ
は
当
時
の
ド
イ
ツ
の
神
学
界
に
も
あ
っ

た
。
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
の
模
倣
で
、
ア
メ
リ
カ
を
軽
蔑
的
に
見
た
。
し
か
し
、
オ
ル
テ
ガ
は
、「
も
し
い
つ
の
日
に
か
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
合
衆
国
」
の
可
能
性
を
夢
見
た
（
同
書
、
一
九
一
頁
）。
そ
れ
は
今
日
の
E
U
に
お
い
て
実
現
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
早
く
か
ら
今
日

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
言
う
「
世
界
史
」
的
現
象
を
洞
察
し
て
い
た
。

（
注
1
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
た
ち
、
ま
た
一
般
人
ま
で
も
、
ア
メ
リ
カ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
の
と
き
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
大
統
領
は
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
た
め
に
世
界
を
安
全
に
す
る
」
と
し
て
参
戦
し
、
連
合
国
側
に
戦
勝
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
た
ち
に
は
ア
メ
リ
カ
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
人
移
民
た
ち
は
、
第
二
次
大

戦
中
の
日
本
人
移
民
た
ち
同
様
、
迫
害
の
対
象
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
系
移
民
の
子
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
彼
は
、
第
二
次
大
戦
後
バ
ル
ト
と
の
や
り
と
り
に
お
い
て
は
、
み
ず
か
ら
を
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
側
に
置
き
、
そ
の
代
表
と
し
て

み
ず
か
ら
を
自
覚
し
た
。
そ
れ
は
、
上
記
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
世
界
教
会
会
議
後
の
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
』
誌
上
の
バ
ル
ト
と
の

論
争
に
出
て
い
る
。
こ
う
し
て
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
者
と
な
っ
た
。

ニ
ー
バ
ー
は
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
第
一
章
で
現
代
世
界
の
相
貌
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

西
洋
の
伝
統
的
な
芸
術
の
も
っ
と
も
偉
大
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
騎
士
道
文
化
と
中
世
的
騎
士
の
理
想
と
を
笑
い
の
対
象
に
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し
て
し
ま
っ
た
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
あ
る
。
キ
ホ
ー
テ
に
お
け
る
騎
士
道
の
理
念
の
体
現
は
、
要
す
る

に
、
騎
士
道
の
理
想
の
不
条
理
な
る
模
倣
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
同
時
に
騎
士
道
の
理
想
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る

不
条
理
さ
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
世
の
騎
士
道
と
い
う
の
は
、
チ
ュ
ー
ト
ン
人
的
な
階
級
的
虚
栄
心
を
帯
び
た

騎
士
道
の
冒
険
心
と
キ
リ
ス
ト
教
的
な
犠
牲
愛
と
を
結
合
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
キ
ホ
ー
テ
の
模
倣
に
お
い

て
、
そ
の
愛
は
純
粋
な
意
味
で
の
犠
牲
愛
と
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
ホ
ー
テ
の
偽
騎
士
の
幻
想
を
笑
い
つ
つ

も
、
わ
れ
わ
れ
は
結
局
よ
り
深
く
か
え
り
み
れ
ば
、
騎
士
制
度
そ
の
も
の
の
持
っ
て
い
る
擬
似
的
な
性
格
を
笑
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
現
代
文
明
は
、
中
世
の
騎
士
道
文
化
と
い
く
つ
か
の
類
似
点
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
代
文
明
の
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
な
、
そ
し
て
幻
想
的
な
傾
向
は
、
キ
リ
ス
ト
の
た
ぐ
い
と
い
う
よ
り
は
、
何
か
悪
魔
的
な
愚
か
さ
に
よ
っ
て
、
あ
る
い

は
個
人
的
な
愚
か
さ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
集
団
的
な
愚
か
さ
に
よ
っ
て
裁
き
の
座
に
ひ
き
だ
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（
二
八
―
二
九
頁
）。

ニ
ー
バ
ー
は
、
本
書
の
最
初
に
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
こ
と
を
引
用
し
て
語
り
出
す
。
現
実
錯
誤
の
問
題
で
あ
る
。
彼
は
、
第
二
次
大
戦

後
、
神
学
を
新
し
い
現
実
と
の
取
り
組
み
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
。
中
世
時
代
の
騎
士
物
語
の
読
み
過
ぎ
で
あ
た
ま
が
お
か
し
く

な
っ
た
現
代
の
騎
士
振
り
の
読
書
家
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
冒
険
物
語
で
あ
る
。
で
は
当
時
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
は
だ
れ
か
。
ニ
ー
バ
ー
は

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
も
っ
て
、
現
実
錯
誤
一
般
を
問
題
に
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
第
一
章
で
は
、
当
時
の
コ
ミ
ュ
ニ

ズ
ム
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
問
題
は
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
幻
想
よ
り
も
悪
い
と
見
て

い
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
も
同
様
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
見
る
。
原
子
爆
弾
を
め
ぐ
る
問
題
に
そ
れ
を
見
る
。
そ
れ
が
第
二
次
大
戦
後

の
状
況
の
正
確
な
把
握
を
不
可
能
に
す
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
の
問
題
を
抉
り
出
す
こ
と
に
お
い
て
、
透
徹
し
た
視
力
を
も
っ
た
神
学
者
で
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あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
主
義
を
肯
定
的
に
語
っ
た
バ
ル
ト
は
ど
う
か
。
バ
ル
ト
の
思
索
態
度
は
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
向
か
っ
て
投
じ

た
「
ナ
イ
ン
！
」
に
典
型
的
に
出
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
戦
後
神
学
状
況
は
ど
う
か
。
ブ
ル
ト
マ
ン
の
実
存
論
的
聖
書
解
釈
が
流
行
し
だ
し

た
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
バ
ル
ト
の
「
創
造
論
」
を
読
ん
で
こ
れ
は
「
新
し
い
バ
ル
ト
」
か
、
と
評
し
た
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。
後
に
バ
ル

ト
は
『
神
の
人
間
性
』
を
書
い
た
。
そ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
直
ら
な
い
。
そ
れ
は
現
実
錯
誤
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
彼
の
神
学
の
問
題
性
と

も
絡
ん
で
い
る
。

⑤
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
系
移
民
牧
師
の
子
で
あ
る
。
こ
の
家
庭
的
背
景
は
重
要
な
意
味
を

も
つ
。
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
（
ド
イ
ツ
語
圏
）
の
バ
ル
ト
に
は
そ
れ
が
な
い
。
バ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
で
成
功
し
た
。
そ
し
て
バ
ル
ト
と
の
論
争

で
は
、
ニ
ー
バ
ー
は
自
ら
を
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
神
学
者
と
し
て
立
っ
た
。
た
し
か
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
第
一
次
大
戦
に
当
時
の
大
統

領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
言
葉
で
言
え
ば
、“to
 m

ak
e

 th
e

 w
o

rld
 safe

 fo
r d

e
m

o
cracy

” 

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
参
戦
、
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は

国
際
連
盟
を
提
唱
し
な
が
ら
、
加
盟
し
な
か
っ
た
。
日
本
は
常
任
理
事
国
で
あ
っ
た
が
脱
退
し
て
あ
の
第
二
次
大
戦
の
悲
惨
へ
と
行
く
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
史
的
現
実
に
真
に
目
覚
め
る
の
は
む
し
ろ
第
二
次
大
戦
後
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
か
ら
は
ま
さ
に
世
界

の
大
国
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
を
も
っ
て
世
界
政
治
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
は
東
西
に
分
裂
、
冷
戦
時
代
を
経

た
。こ

の
冷
戦
絶
頂
期
に
出
版
さ
れ
た
本
書
で
ニ
ー
バ
ー
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
希
望
に
た
い
し
て
、
い
か
に
現
代
史
の
悲
劇
的
な
ジ
レ
ン
マ
や

悲
哀
に
み
ち
た
不
確
実
性
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
反
駁
を
な
し
て
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
も
し
わ
れ
わ

れ
が
直
面
す
る
こ
の
よ
う
な
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
状
況
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
将
来
を
洞
察
す
る
人
間
や
国
家
の
能
力
と
し
て
わ
れ

わ
れ
が
現
在
保
持
し
て
い
る
よ
う
な
発
想
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
に
巨
大
な
国
家
で
あ
れ
ば
そ
の
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力
を
行
使
し
て
…
…
論
理
的
で
適
切
な
結
論
へ
と
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
発
想
も
修
正
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」

（
二
一
一
頁
）
と
い
う
見
解
を
提
示
し
、「
人
間
が
歴
史
の
支
配
者
だ
と
み
ず
か
ら
を
考
え
て
い
る
が
、
強
大
な
国
家
と
し
て
の
…
…
集
団
的

人
間
を
も
含
め
て
、
人
間
は
、
こ
れ
ら
歴
史
的
諸
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
被
造
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」（
同
上
、
抄
訳
）

こ
と
か
ら
来
る
近
代
的
人
間
の
思
想
と
行
動
の
誤
り
を
本
書
で
批
判
し
た
。

Ⅰ　

本
書
の
内
容
要
点
の
概
観 

（
1
）
題
名
（『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』）
に
お
け
る
ニ
ー
バ
ー
の
問
題
意
識

ニ
ー
バ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
と
言
っ
た
場
合
、
そ
の
「
ア
メ
リ
カ
」
は
「
地
理
」
で
は
な
く
「
歴
史
」
と
し
て
で
あ

り
、
そ
の
歴
史
の
認
識
は
人
間
の
在
り
方
と
結
び
合
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
歴
史
は
人
間
存
在
と
の
関
わ
り
を
も
つ
限
り
、
決
し
て
客
観
面

だ
け
で
は
な
い
。
ち
か
ご
ろ
の
そ
の
表
層
を
な
で
る
資
料
主
義
的
歴
史
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
内
面
が
あ
る
。
弟
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ー

バ
ー
は
、「
外
面
的
歴
史
」
と
「
内
面
的
歴
史
」
と
を
区
別
し
た
。
人
間
の
自
己
理
解
は
、
必
然
的
に
歴
史
理
解
と
関
係
す
る
。
そ
の
関
係

は
、
決
し
て
主
観
的
と
は
言
え
な
い
。
ド
イ
ツ
語
の
「
歴
史
」
を
い
う
三
つ
の
語
、
ヒ
ス
ト
リ
エ
と
ゲ
シ
ヒ
テ
と
ゲ
シ
ェ
ー
エ
ン
と
い
う
三

つ
の
語
が
、
歴
史
を
現
す
た
め
に
必
要
と
な
る
。
近
代
の
科
学
的
歴
史
研
究
は
ヒ
ス
ト
リ
エ
と
い
う
歴
史
概
念
を
当
て
る
の
が
適
当
で
あ

り
、
出
来
事
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ゲ
シ
ェ
ー
エ
ン
と
言
う
の
も
よ
い
。
バ
ル
ト
の
神
学
は
ゲ
シ
ェ
ー
エ
ン
の
神
学
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し

か
し
、
こ
こ
で
ニ
ー
バ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
史
」
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
ゲ
シ
ヒ
テ
と
い
う
語
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
ゲ
シ
ヒ
テ
は

「
伝
統
」
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
歴
史
的
伝
統
」
と
い
う
言
葉
が
本
書
に
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
内
面
性
を
も
っ

て
お
り
、
そ
の
内
面
性
は
人
間
の
内
面
性
と
関
わ
る
。
第
四
章
の
終
わ
り
の
部
分
で
は
「
歴
史
過
程
」（h

isto
ric p

ro
ce

ss

）
と
か
「
歴
史
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の
ド
ラ
マ
」（d

ram
a o

f h
isto

r
y, p

. 8
8

）
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
ニ
ー
バ
ー
に
お
け
る
歴
史
論
と
人
間
論
と
の
連
結
が
起
こ

る
。
ニ
ー
バ
ー
に
お
い
て
は
、
歴
史
が
真
に
分
か
る
の
は
、
人
間
が
分
か
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
歴
史
に
は
人
間
の
関
係
の

実
績
、
そ
の
影
響
、
そ
の
残
影
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
く
に
歴
史
は
政
治
と
関
わ
る
。
政
治
と
は
よ
か
れ
あ
し
か
れ
歴
史
形
成
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
最
近
の
歴

史
学
派
（
ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ラ
）
の
「
記
憶
の
場
」
と
い
う
著
作
シ
リ
ー
ズ
（
岩
波
書
店
）
が
あ
る
が
、
記
憶
は
行
為
の
後
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
歴
史
形
成
的
な
も
の
に
目
を
向
け
る
。
歴
史
過
程
は
形
成
の
所
産
で
あ
る
。
未
来
は
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

記
憶
に
残
ら
な
い
空
白
、
記
憶
喪
失
的
空
白
と
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
史
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
史
の
ヒ
ス
ト
リ

エ
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
、
そ
の
歴
史
に
関
与
す
る
人
間
に
発
生
す
る
問
題
で
あ
る
。

（
2
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
世
界
的
地
位

以
下
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
か
ら
彼
の
思
想
を
典
型
的
に
言
い
表
す
箇
所
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
の
書
を
解
読
す
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
わ
が
リ
ア
リ
ス
ト
や
ア
イ
デ
ア
リ
ス
ト
の
幻
想
を
は
や
ば
や
と
砕
い
て
し
ま
っ
た
、
そ
し
て
厳
正
中

立
の
諸
法
律
を
つ
く
れ
ば
わ
が
国
を
世
界
共
同
体
の
中
央
に
押
し
出
そ
う
と
す
る
歴
史
的
動
向
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
法
律
家
た
ち
の
希
望
を
虚
し
い
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
戦
争
で
、
世
界
最
大
の
強
国
と
し

て
登
場
し
た
（
六
八
頁
、
原
書p

.3
8

）。

ア
メ
リ
カ
の
責
任
に
つ
い
て
――
こ
の
時
代
は
共
産
国
の
脅
威
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
問
題
は
世
界
が
「
世
界
史
」
と
し
て
動

き
出
し
た
と
き
、「
ア
メ
リ
カ
は
巨
大
な
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
も
し
そ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
避
け
ら
れ
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な
い
罪
を
内
包
す
る
よ
う
な
責
任
か
ら
逃
避
す
る
か
、
自
ら
の
へ
の
あ
ま
り
に
も
大
き
い
確
信
の
故
に
避
け
る
こ
と
の
で
き
る
罪
に
陥
る
で

あ
ろ
う
」（
七
四
頁
）。

ニ
ー
バ
ー
の
思
想
態
度
――F

rie
d

rich
 vo

n
 H

u
e

g
e

l, E
te

rn
al L

ife
 「

狂
信
的
に
な
る
こ
と
な
し
に
限
り
な
く
こ
の
世
を
超
越
し
、
俗

物
的
に
な
る
こ
と
な
し
に
限
り
な
く
こ
の
世
の
中
に
生
き
る
」“a su

ffi
cie

n
t o

th
e

r
w

o
rld

lin
e

ss w
ith

o
u

t fan
aticism

”

の
言
葉
を
も
っ
て

ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
ま
っ
た
く
新
し
く
状
況
と
ア
メ
リ
カ
の
神
学
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

（
3
）
本
書
の
概
観

以
下
、
各
章
を
そ
の
代
表
的
文
章
を
引
用
し
て
解
説
す
る
。

「
第
一
章　

ア
メ
リ
カ
の
状
況
に
お
け
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
要
素
」
――
当
時
の
世
界
の
「
歴
史
的
状
況
」
つ
ま
り
冷
戦
の
激
化
の
中
で
い

か
に
ソ
連
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
対
抗
か
つ
克
服
で
き
る
か
と
い
う
問
い
を
出
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
わ
れ
わ
れ
が
現
在
抱
い
て
い
る
自
由
主

義
的
信
条
以
上
に
賢
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
六
頁
）。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
点
に
た
ち
還
り
、
そ
れ
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
強
力
な
力
」（
二
七
頁
）
を
再
生
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
全
体
の
方
向
設
定
と
な
る
。

「
第
二
章　

イ
ノ
セ
ン
ト
な
世
界
に
お
け
る
イ
ノ
セ
ン
ト
な
国
」
――
ア
メ
リ
カ
は
第
二
次
大
戦
後
、
そ
の
「
世
界
共
同
体
の
中
心
」

（
六
八
頁
、  th

e
 ce

n
te

r o
f th

e
 w

o
rld

 co
m

m
u

n
ity, p

.3
8

）に
押
し
上
げ
ら
れ
、「
巨
大
な
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
お
り
」（
七
四

頁
）、
そ
れ
ゆ
え
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
そ
の
源
流
に
遡
源
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
本
質
を
取
り
戻
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
原
初
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
言
う
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
汚
染
」
論
な
ど
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
な

人
間
の
欺
瞞
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
抉
り
出
す
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ス
の
言
葉
を
引
用
し
て
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
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権
力
は
つ
ね
に
自
ら
偉
大
な
魂
と
弱
者
の
理
解
を
超
え
た
広
大
な
視
野
を
有
す
る
と
考
え
、
ま
た
そ
れ
が
神
の
法
を
破
っ
て

い
る
と
き
神
に
奉
仕
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ト
ン
も
「
人
間
は
そ
の
権
力
を
執
拗
な
ま
で
に
行
使
し
よ
う
と
す
る
」（
四
四
頁
）
傾
向
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
政
府
と
憲
法
に
含
蓄
さ
れ
た
人
間
の
罪
理
解
に
は
「
旺
盛
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
て
い
る
」（
四
五
頁
）
と
い
う

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
イ
ス
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
れ
を
「
キ
リ
ス
ト
教
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」（
四
六
頁
）
と
呼
ん
だ
。

第
一
次
大
戦
後
、「
潜
在
的
世
界
共
同
体
」（a p

o
te

n
tial w

o
rld

 co
m

m
u

n
ity, p

.3
7

）
が
動
き
出
す
の
に
ア
メ
リ
カ
が
対
応
で
き
な
い
で

き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
第
三
章
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
に
つ
い
て
の
考
察
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。

「
第
三
章　

幸
福
、
繁
栄
、
そ
し
て
徳
」
――
数
多
く
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
か
ら
ヤ
ン
キ
ー
イ
ズ
ム
へ
」
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
主
義
が
媒
介
し
て
い
る
。

元
来
ア
メ
リ
カ
の
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
は
、
徳
を
繁
栄
の
基
盤
と
見
な
し
、
繁
栄
を
徳
の
基
盤
と
は
見
な
さ
な
か
っ
た
」（
八
八
頁
）。
し

か
し
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
主
義
で
は
、
成
功
と
幸
福
が
徳
の
基
盤
と
し
て
求
め
ら
れ
、
同
一
化
が
起
こ
る
。

「
第
四
章　

運
命
の
支
配
者
」
――
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
主
義
は
、
は
じ
め
は
人
間
の
力
で
は
な
く
、
摂
理
に
基
礎
を
も

つ
。
ア
メ
リ
カ
が
神
の
摂
理
か
ら
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
理
念
に
ふ
さ
わ
し
く
努
力
す
る
行
為
を
否
定
し
な
か
っ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
た
ち
は
、
国
家
に
対
す
る
神
の
恵
み
を
強
調
す
る
こ
と
か
ら
、
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
国
家
が
得
た
徳
を
強
調
す
る
こ
と
へ
と
移
行
し
て

い
っ
た
（
一
一
二
頁
）。

今
日
の
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
成
功
は
…
…
ア
メ
リ
カ
が
他
国
と
一
緒
に
な
っ
て
共
同
体
を
設
立
す
る
力
を
い
か
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に
も
つ
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
成
功
は
、
わ
れ
わ
れ
の
献
身
の
価
値
は
理
想
と
い
っ

た
も
の
が
、
た
と
い
そ
れ
が
普
遍
妥
当
性
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
中
に
そ
う
で
な
い
諸
要
素
が
あ
る
こ
と

を
、
慎
み
深
い
仕
方
で
認
識
す
る
態
度
を
要
求
す
る
（
一
二
四
頁
）。

（
こ
れ
は
わ
た
し
が
、
神
学
的
相
対
主
義
、
自
己
相
対
化
と
言
っ
て
き
た
も
の
と
同
じ
）。
――
ニ
ー
バ
ー
は
、
レ
ス
リ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
が

『
文
化
の
科
学
』
で
言
う
「
人
間
は
そ
れ
と
同
じ
方
法
を
用
い
て
人
間
集
団
の
パ
タ
ー
ン
を
学
び
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
見
込
み
が
十
分
あ

る
。
…
…
も
し
も
物
理
学
に
原
子
爆
弾
の
開
発
の
た
め
に
あ
た
え
ら
れ
た
よ
う
な
援
助
が
試
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
自
然
科
学
が
（
平
和
を

維
持
す
る
た
め
の
）
技
術
を
提
供
で
き
る
と
い
う
考
え
方
は
、
高
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
い
る
」（
一
二
六
頁
）
に
反
論
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
歴
史
の
領
域
と
自
然
の
領
域
の
区
別
」
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
一
二
六
頁
）。
人
間
は
「
歴
史
の
中
に
あ
る
行
為
者
（
エ
イ
ジ
ェ
ン

ト
）
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
の
被
造
物
（
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
）
で
も
あ
る
」（
一
二
六
頁
）。
こ
の
第
四
章
の
「
運
命
の
支
配
者
」
は
、
人
間
論
、

歴
史
論
、
そ
し
て
自
然
科
学
と
の
関
係
を
論
じ
て
興
味
あ
る
箇
所
で
あ
る
（
一
二
八
―
一
三
七
頁
参
照
）。

「
第
五
章　

ド
グ
マ
に
対
す
る
経
験
の
勝
利
」
――
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
そ
の
伝
統
に
イ
ギ
リ
ス
革

命
の
中
に
登
場
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
思
想
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
憲
法
に
お
け
る
ジ
ェ
フ
ァ
ソ

ン
と
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
二
つ
の
見
解
の
共
存
結
合
に
目
を
向
け
て
い
る
。
そ
れ
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ

て
「
ド
グ
マ
に
対
す
る
経
験
の
勝
利
」
を
論
じ
る
）
2
（

。「
ド
グ
マ
」、「
ド
グ
マ
テ
ィ
ク
」、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
バ
ル
ト
を
思
い
起
こ
さ
ざ
る
を
え

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
陸
の
神
学
と
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
の
神
学
と
の
違
い
が
そ
の

こ
ろ
論
じ
ら
れ
た
。

（
注
2
） 

ニ
ー
バ
ー
の
経
験
主
義
に
つ
い
て
。 「
経
験
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ジ
ョ
ン
・
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デ
ュ
ー
イ
と
短
絡
さ
せ
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
ド
グ
マ
を
否
定
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
そ
の

理
解
に
お
い
て
経
験
を
媒
介
と
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
理
念
は
上
か
ら
か
、
経
験
は
下
か
ら
か
。
い
や
、
そ
の
対
置
あ
る
い
は

分
離
は
正
し
く
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
が
経
験
か
ら
入
る
場
合
、
そ
の
経
験
の
捉
え
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
ら
か
理
念
的
な
も
の
を
媒
介
と
し
、

そ
の
理
念
を
人
間
論
的
に
そ
の
体
験
を
媒
介
と
し
て
解
釈
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
理
念
を
新
し
く
捉
え
直
し
、
理
念
自
体
を
体
験
的
に
具

現
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
経
験
は
歴
史
の
次
元
に
理
念
を
導
入
す
る
契
機
と
な
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
験
は
理
念

に
プ
ラ
ト
ン
的
幾
何
学
的
な
「
か
た
ち
」（
エ
イ
ド
ス
）
で
は
な
い
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
生
物
学
的
な
「
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
」「
エ
ン
テ
レ
ケ

イ
ア
」
で
も
な
い
。
そ
の
「
経
験
」
は
経
験
の
主
体
と
し
て
の
人
間
の
も
つ
諸
条
件
を
活
か
す
力
（
知
力
や
体
力
や
意
思
力
、
ま
た
理
想
と

か
希
望
と
か
の
目
的
志
向
な
ど
そ
の
経
験
を
用
い
未
来
へ
と
活
か
す
自
由
の
力
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
言
え
ば
、
経
験
者
の
神

関
係
に
よ
っ
て
、
人
生
化
、
歴
史
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
――
理
念
に
お
け
る
神
関
係
は
、
み
ず
か
ら
を
神
の
側
に
置
く
、
し
か
し
、
経
験
に

お
け
る
神
関
係
は
、
経
験
の
中
に
潜
む
神
関
係
を
見
い
だ
す
。
聖
書
を
経
験
的
に
捉
え
直
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
験
を
聖
書
で
理

解
す
る
。
経
験
の
意
味
は
、
そ
れ
自
体
で
は
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

理
念
主
義
は
理
論
の
立
場
で
あ
る
。
理
論
に
よ
っ
て
経
験
世
界
が
説
明
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
今
日
の
金
融
工
学
に
も
見
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
。
し
か
し
経
験
主
義
は
、
そ
の
経
験
の
中
に
与
え
ら
れ
る
知
恵
、
知
識
が
、
こ
れ
ま
で
の
理
念
に
お
い
て
処
理
で
き
な
い
、
解
明
で

き
な
い
、
つ
ま
り
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
的
で
あ
る
こ
と
と
、
未
来
の
到
来
。「
見
よ
、
新
し
い
事
を
な
す
」（
イ
ザ
ヤ
四
三
・
一
九
）。

「
新
し
い
事
を
な
す
」、
そ
れ
は
理
念
の
中
に
は
な
い
、
経
験
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ニ
ー
バ
ー
は m

o
re

 articu
late

 u
n

w
isd

o
m

 

と
い
う

言
葉
で
言
う
。
知
的
に
は
す
ぐ
れ
た
も
の
が
、
か
え
っ
て
知
恵
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
自
動
車
が
古

く
な
っ
て
、
新
し
い
乗
り
物
、
エ
コ
カ
ー
と
な
る
。
新
し
い
価
値
観
と
な
る
。
古
い
も
の
、
そ
れ
は
今
日
の
金
融
工
学
を
駆
使
し
た
国
際
金

融
の
起
こ
し
た
大
不
況
に
出
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
オ
ル
テ
ガ
が
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
言
う
の
と
は
逆
の
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
事
実
オ
ル
テ
ガ
の
ア
メ
リ
カ
批
判
を
否
定
す
る
の
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
と
そ
の
存
在
で
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
発
想
の

転
換
、
そ
れ
は
理
性
の
硬
直
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
理
性
は
信
仰
と
同
調
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
「
実
存

的
」（e

x
iste

n
zie

ll

）
と
「
実
存
論
的
」（e

x
iste

n
zial

）
と
い
う
区
別
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
も
っ
と
自
由
に
し
て
闊
達
な
自
由
理
性

で
あ
る
。
そ
れ
を
「
神
学
的
理
性
」
と
称
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ニ
ー
バ
ー
の
概
念
は
、
歴
史
の
次
元
で
再
生
さ
れ
、
そ
の
次
元
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
歴
史
と
の
区
別
が
こ
こ
で
留
意
さ
れ
ね
ば
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な
ら
な
い
。
と
く
に
自
然
科
学
が
日
進
月
歩
の
直
線
的
右
肩
あ
が
り
に
対
し
て
、
歴
史
と
取
り
組
む
学
問
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

歴
史
の
中
に
自
然
科
学
的
思
惟
は
入
り
込
み
、
そ
れ
を
支
配
す
る
、
つ
ま
り
歴
史
科
学
と
な
っ
た
、
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
、
そ
れ
は
根
本
的
な
誤
解
と
な
る
。
歴
史
の
領
域
に
自
然
科
学
の
意
味
で
の
「
科
学
」
の
侵
入
は
、
歴
史
を
非
歴
史
化
す
る
。
自
然
と

歴
史
は
、
二
つ
の
次
元
の
異
な
る
世
界
の
捉
え
方
で
あ
る
。
歴
史
と
は
過
去
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
、
未
来
へ
と
連
な
る
動
向
で
あ
る
。
そ

れ
は
そ
の
中
に
存
在
を
含
む
が
、
そ
れ
は
動
向
化
さ
れ
る
。
そ
の
歴
史
は
、
過
去
を
捉
え
る
だ
け
で
は
な
い
、
現
在
・
未
来
へ
の
関
係
を
も
っ

て
い
る
。
過
去
は
、
現
在
・
未
来
か
ら
切
り
離
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
歴
史
は
自
然
科
学
的
に
把
捉
で
き
な
い
。
ニ
ー
バ
ー

の
「
歴
史
」
は
、
過
去
の
こ
と
だ
け
を
意
味
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
史
と
は
、
今
日
そ
れ
を
考
え
ま
た
研
究
す
る
が
、
そ
れ
は

未
来
へ
と
動
い
て
い
る
。
過
去
は
決
し
て
化
石
化
し
な
い
。
歴
史
は
時
間
軸
の
上
に
あ
っ
て
、
時
間
が
過
去
か
ら
未
来
へ
と
歴
史
を
運
ぶ
の

で
あ
る
。
古
い
型
の
機
関
車
が
公
園
に
展
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
観
察
の
対
象
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
は
そ
の
未
来
と
の
関
係
に
よ
っ

て
、
そ
れ
の
捉
え
方
は
、
知
と
い
う
よ
り
は
策
と
な
る
。
歴
史
認
識
か
ら
歴
史
形
成
と
な
る
。
形
成
と
は
、
客
観
化
さ
れ
た
知
で
は
な
く
、

未
来
形
成
の
策
と
し
て
、
そ
れ
は
政
治
や
倫
理
と
結
び
つ
く
。
そ
こ
で
は
知
の
性
格
が
異
な
る
。
過
去
を
完
全
に
一
定
の
型
に
固
定
化
で
き

る
も
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
理
解
に
お
い
て
、
ニ
ー
バ
ー
は
、「
歴
史
的
」
な
神
学
者
な
の
で
あ
る
。
彼
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
神
学
者
と
な
っ

た
か
。
そ
れ
は
、
彼
自
身
の
人
生
が
「
歴
史
的
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
人
生
を
振
り
返
れ
ば
、
ド
イ
ツ
移
民
で
あ
っ
た
、
デ
ト
ロ

イ
ト
の
ド
イ
ツ
移
民
た
ち
の
牧
師
で
あ
っ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
の
教
授
と
な
っ
た
、
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
神
学
者
と
な
っ
た
、
彼
の

実
存
は
ア
メ
リ
カ
史
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
行
き
、
ア
メ
リ
カ
を
外
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、
内
か
ら
見
る
。
そ
し
て
バ
ル
ト
に
対
し
て
、

自
ら
を
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
の
神
学
者
と
し
て
提
示
す
る
ま
で
に
な
る
、
そ
し
て
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』、
つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ

史
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
発
見
す
る
、
体
験
す
る
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
内
面
の
感
覚
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
そ

れ
は
彼
の
存
在
の
自
覚
で
あ
っ
て
、
無
自
覚
な
科
学
的
歴
史
家
で
は
な
い
。
同
様
に
キ
リ
ス
ト
者
の
存
在
は
「
歴
史
的
」
で
あ
る
、
そ
れ
は

自
ら
を
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
史
の
中
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
体
験
し
、
見
直
す
か
ら
で
あ
る
。
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こ
こ
で
の
議
論
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
エ
ド
モ
ン
ト
・
バ
ー
ク
の
思
想
に
学
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
な
ぜ
マ
ル
ク
ス
主

義
、
共
産
主
義
が
入
ら
な
い
で
き
た
か
の
思
想
的
基
盤
を
解
明
し
て
い
る
独
特
な
展
開
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
発
展
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
バ
ー
ク
は
こ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
批
判
は
、
そ
の
ま
ま
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
を
含
蓄

す
る
。

そ
れ
故
に
わ
た
し
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
自
由
に
対
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
て
い
る
。
わ
た
し
が

祝
辞
を
述
べ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
わ
た
し
が
、
そ
の
自
由
が
い
か
に
政
治
制
度
の
中
に
生
か
さ
れ
、
ま
た
い
か
に
公
共
的
な

力
と
な
り
、
い
か
に
軍
隊
の
規
律
は
服
従
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
さ
ら
に
い
か
に
効
果
的
に
ま
た
適
切
な
課

税
の
な
か
に
場
所
を
持
ち
、
い
か
に
道
徳
や
宗
教
と
適
切
に
関
連
し
合
い
、
い
か
に
財
産
の
保
護
や
平
和
と
秩
序
と
関
係
づ
け

ら
れ
て
い
る
か
を
知
ら
さ
れ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
…
…
自
由
は
、
人
間
が
共
同
体
と
し
て
行
動
す
る
と
き
、
力
と
な
る
。
思
慮

深
い
人
々
は
、
自
ら
の
態
度
を
表
明
す
る
前
に
、
権
力
が
い
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
よ
く
観
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う

（
一
四
一
頁
）。

こ
の
点
で
、
ア
メ
リ
カ
は
成
功
し
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
運
動
は
、「
幻
滅
に
直
面
す
る
ご
と
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ま
す
ま

す
徹
底
し
て
適
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
四
二
頁
）。
――
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
ニ
ー
バ
ー
を
訪
ね
た
イ

ギ
リ
ス
労
働
党
議
員
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
レ
イ
チ
ー
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
彼
は
一
時
共
産
党
に
入
り
、
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
争
に
も
参
加
し
た
が

後
に
共
産
党
を
離
脱
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
を
機
会
に
共
産
党
を
離
れ
、
後
に
ベ
リ
オ
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム

研
究
者
と
な
っ
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ル
の
こ
と
も
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
に
お
け
る
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
主
義
と
の
織
り
な
さ
れ
た
独
自
な
自
由
論
を
指
摘
し
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た
。
と
く
に
マ
デ
ィ
ソ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
入
っ
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
と
見
る
。
当
時
の
学
長
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ザ
ス
プ
ー
ン
の
教
え
を
受
け
た
（
一
四
九
―
一
五
一
頁
）。

こ
の
第
五
章
で
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
」（o

u
r o

rig
in

al A
m

e
rican

 h
e

ritag
e

, p
.9

6

）
に
つ
い
て

述
べ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
一
般
に
ア
ダ
ム
ス
と
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
対
比
で
考
え
る
の
に
対
し
、
彼
独
自
な
見
解
は
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
と
マ
デ
ィ

ソ
ン
と
の
関
係
と
相
違
で
あ
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
は
マ
デ
ィ
ソ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
入
っ
て
く
る

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
を
重
視
す
る
。
以
下
、
ニ
ー
バ
ー
の
見
解
を
引
用
す
る
。

マ
デ
ィ
ソ
ン
も
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
一
方
で
、
政
府
が
潜
在
的
に
専
制
的
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
し
か

し
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
他
方
で
、
政
府
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
も
っ
と
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
憲
法
は
政

治
組
織
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
原
則
を
政
治
制
度
の
中
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
権
力
の
乱
用
か

ら
市
民
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
あ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
中
に
暗
示

さ
れ
て
お
り
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ザ
ス
プ
ー
ン
の
教
示
を
介
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…（
一
四
九
頁
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
根
底
に
あ
る
政
治
哲
学
は
、
ど
の
よ
う
な
共
同
体
に
も
潜
在
的
な
権
力
的
感
情
的
闘

争
を
鋭
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
政
治
哲
学
は
、
自
由
市
場
を
も
っ
て
い
る
相
互
作
用
に
類
比
す

る
よ
う
な
簡
単
な
調
和
な
る
も
の
は
、
社
会
に
は
全
然
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
五
一
頁
）。

こ
の
よ
う
な
知
恵
が
ア
メ
リ
カ
の
市
民
の
間
に
育
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
個
の
事
実
で
あ
り
、
遡
れ
ば
そ
れ
は
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
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ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
第
五
章
か
ら
振
り
返
っ
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
ニ
ー

バ
ー
の
議
論
を
遡
及
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
流
れ
が
ど
の
よ
う
な
伝
統
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
――
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
は
、
現
代
状
況
の
解
明
に
有
益
な
思
想
的
基
礎
理
念
の
豊
か
な
鉱
脈
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
は
、
元

来
ル
タ
ー
派
の
伝
統
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
は
こ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
鉱
脈
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
新
し
く
構
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
ア
メ
リ
カ
史
の
神
学
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
オ
ル
テ
ガ
の
ア
メ
リ
カ
の
見
方
と
は
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に
は
独
自
の
、
つ
ま
り
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
る
と

見
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
影
響
は
ク
ェ
ー
カ
ー
的
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
、
ト
ム
・
ペ
イ
ン
の
影
響
で
は
な
く
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
プ
レ

ス
ビ
テ
リ
ア
ン
的
要
素
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
史
に
固
有
な
知
的
資
源
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ニ
ー
バ
ー
は
ア
メ
リ
カ
史
を
理
解
す
る
。

「
合
衆
国
憲
法
の
根
底
に
あ
る
政
治
哲
学
は
、
ど
の
よ
う
な
共
同
体
に
も
潜
在
的
な
権
力
的
感
情
的
闘
争
を
す
る
ど
く
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
」（
一
五
一
頁
）。
予
定
調
和
的
あ
る
い
は
、「
神
の
み
え
ざ
る
御
手
」
の
よ
う
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
な
い
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
知
恵
に
同
感
し
つ
つ
、
当
時
知
識
人
も
労
働
者
も
愚
か
し
い
二
者
択
一
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を

こ
う
批
判
し
た
。
二
つ
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
線
、「
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
は
全
否
定
し
、
自
由

の
も
つ
自
己
調
整
力
を
信
じ
る
啓
蒙
主
義
」
の
線
、
他
は
、「
社
会
的
・
歴
史
的
目
的
を
設
定
し
、
そ
れ
を
全
人
類
の
願
望
と
想
定
し
、
そ

の
目
標
達
成
の
た
め
計
画
す
る
共
産
主
義
」
の
線
を
選
択
す
る
。
こ
の
両
者
と
ア
メ
リ
カ
史
に
流
れ
る
伝
統
は
異
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
言

う
、「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
『
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
』
の
勝
利
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
制
度
が
も
っ
て

い
る
生
命
力
の
勝
利
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
」（
一
六
五
頁
）。
し
か
し
、
そ
こ
に
潜
む
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
実
に
ニ
ー
バ
ー
的
な
逆
説
的
な

言
葉
で
表
現
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
問
題
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
的
な
生
活
の
現
実
的
な
経
験
の
中
に
具
現
さ
れ
ロ
ゴ
ス
化
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
な
知
恵
の
方
が
、
よ
り
ロ
ゴ
ス
化
さ
れ
て
い
る
が
知
恵
に
欠
け
て
い
る
理
屈
と
比
べ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
の
よ
り
高
い
正

義
の
確
立
に
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
一
六
一
頁
）。“W

ith
 th

e
se

 re
se

r
vatio

n
s w

e
 m

ay
 claim

 th
at th

e
 u

n
articu

late
d

 

w
isd

o
m

 e
m

b
o

d
ie

d
 in

 th
e

 a
c
tu

a
l e

x
p

e
rie

n
c
e

 o
f A

m
e

ric
a
n

 life
 h

a
s c

re
a
te

d
 fo

rm
s o

f ju
stic

e
 c

o
n

sid
e

ra
b

ly
 h

ig
h

e
r 

th
an

 o
u

r m
o

re
 articu

late
 u

n
w

isd
o

m
 su

g
g

e
sts. ”

（p
.1

0
5

）

「
第
六
章　

国
際
的
な
階
級
闘
争
」
――
こ
こ
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
違
い
を
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
単
に
ナ
チ
ズ
ム
の
第
二
版
で
は
な
い
。
…
…
し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
場
合
、﹇
ナ
チ
ズ
ム
は
高
度
に
発

展
し
か
つ
洗
練
さ
れ
た
文
化
の
頽
廃
の
中
で
な
け
れ
ば
発
生
し
な
い
よ
う
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
だ
と
ニ
ー
バ
ー
は
言
う
﹈ 

正
義
に
反

抗
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
正
義
の
名
に
お
い
て
語
り
、
…
…
外
面
的
に
は
普
遍
的
な
社
会
の
確
立
に
熱
心
で
あ
り
、
ナ
チ

ズ
ム
よ
り
も
広
く
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
モ
ラ
ル
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
の
信
条
な
の
で
あ
る
。
シ
ニ
カ
ル
な
信
条
よ
り
も

幻
想
的
希
望
の
方
が
は
る
か
に
ひ
ど
い
残
虐
や
専
制
を
産
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
事
実
が
認
識
さ
れ
る
の

は
、
人
間
の
歴
史
の
中
で
は
歴
然
た
る
悪
よ
り
も
善
の
腐
敗
の
方
が
、
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
外
見
を
も
っ
て
か
え
っ
て
は
る

か
に
ひ
ど
く
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
（
一
九
四
頁
）。

ス
タ
ー
リ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
へ
の
挑
戦
を
、
中
世
の
イ
ス
ラ
ム
の
挑
戦
に
な
ぞ
ら
え
る
（
一
九
四
―
一
九
五
頁
）。

ニ
ー
バ
ー
は
、「
歴
史
の
長
い
流
れ
の
中
で
、
必
要
な
忍
耐
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
こ
の
章
を
結
ん
だ
が
、
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ス
タ
ー
リ
ン
は
次
の
年
に
死
ん
だ
。
や
が
て
ソ
連
の
崩
壊
が
来
る
。

「
第
七
章　

ア
メ
リ
カ
の
将
来
」――
世
界
共
同
体
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
立
場（A
m

e
rica ’s p

o
sitio

n
 in

 th
e

 w
o

rld
 co

m
m

u
n

ity
 p

.1
3

3

）

を
論
じ
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
古
い
ア
メ
リ
カ
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
が
も
っ
て
い
る
諸
問
題
を
指
摘
し
、
そ
の
克
服
を
論
じ
る
。

要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
お
け
る
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
要
素
は
、
ア
メ
リ
カ
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
が
人
間
的
努
力
の
限

界
性
、
人
間
の
知
恵
の
断
片
性
、
権
力
の
歴
史
的
な
形
態
の
不
確
実
性
、
そ
し
て
人
間
の
徳
の
中
に
悪
と
善
と
が
入
り
混
じ
っ

て
い
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
に
の
み
克
服
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
（
二
〇
一
頁
）。

ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
を
ア
メ
リ
カ
史
と
し
て
捉
え
た
。
こ
の
視
野
の
開
眼
が
本
書
の
理
解
の
前
提
で
あ
る
と
し
て
き
た
。
こ
こ
に
提
示

さ
れ
た
の
は
「
ア
メ
リ
カ
史
の
神
学
」
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
中
で
「
世
界
史
の
神
学
」
へ
の
視
座
が
据
え
ら
れ
る
。
本
書
は
ケ
ナ
ン
の
外

交
政
策
に
対
す
る
批
判
を
も
含
蓄
す
る
（
第
七
章
参
照
）。
ケ
ナ
ン
は
ニ
ー
バ
ー
の
こ
の
書
を
、
敬
意
を
も
っ
て
読
ん
だ
。

日
本
で
良
く
知
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
や
外
交
官
で
、
ニ
ー
バ
ー
を
尊
敬
し
て
い
る
三
人
を
あ
げ
れ
ば
、
第
一
に
シ
ュ
レ
ジ
ン

ジ
ャ
ー
、
第
二
に
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
、
第
三
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
で
あ
ろ
う
。
ケ
ナ
ン
の
「
ソ
連
封
じ
込
め
」
戦
略
の
背
景
に

は
、
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
の
影
響
を
見
ざ
る
を
え
な
い
。
ケ
ナ
ン
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
」
を
言
う
。
そ
れ
は
ニ
ー
バ
ー
に
は
な

じ
ま
な
い
。（
批
判
は
二
二
二
頁
、
同
情
的
に
こ
れ
は
国
の
力
の
限
界
を
現
す
も
の
と
見
て
い
る
。）

そ
れ
で
は
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
テ
ク
ノ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
異
な
る
（
二
二
〇
頁
）。
自
然
の
支
配

者
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
的
運
命
の
支
配
者
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
わ
き
ま
え
な
い
な
ら
ば
、
問
題
で
あ
る
。
あ
た
か
も
光
景
を
見
る
地
点
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に
望
遠
鏡
を
設
置
し
た
よ
う
に
、
自
然
の
景
色
を
展
望
で
き
る
と
し
て
も
、
歴
史
の
動
向
に
つ
い
て
展
望
で
き
る
望
遠
鏡
も
な
い
し
、
そ
れ

を
設
置
で
き
る
地
点
も
不
確
か
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
に
発
生
し
た
東
西
対
立
、
そ
れ
は
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
（
二
四
九

頁
）。「
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
状
況
は
、
そ
の
責
任
が
、
そ
の
意
識
的
な
選
択
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
無
意
識
的
な
弱
さ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
悲
劇
的
な
状
況
か
ら
も
区
別
さ
れ
る
」（
二
四
九
頁
）。
著
者
セ
ル
バ
ン
テ
ス
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
冒
険
を
見
破
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
、
そ
れ
は
救
済
史
的
な
見
方
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ニ
ー
バ
ー
に
は
パ
ラ
創
造
論
の“

iu
stitia 

o
rig

in
alis ”

の
考
え
方
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
罪
を
帯
び
て
い
る
。
だ
か
ら
罪
意
識
を
深
め
、
し
か
し
無
限
批
判
、
絶
対

悲
観
に
は
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
が
入
ら
な
い
で
き
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て

弱
さ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
よ
う
な
全
体
主
義
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
よ
う
な
圧
政
と
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
思
惟
は
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
。
ド
グ

マ
に
な
る
か
。
こ
れ
は
、
神
は
天
に
人
は
地
に
と
い
う
、
バ
ル
ト
と
共
通
の
前
提
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
微
妙
な
、
し
か
し
重
要
な
違
い
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
は
超
越
の
理
解
に
お
け
る
微
妙
な
、
し
か
し
重
要
な
違
い
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
史
、
世
界
史
に
ま
で
そ
の
罪
理
解
に
お
い
て
両
者
の
相
違
が
出
て
く
る
。
人
間
理
解
に
出
て
く
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
陣
営
の
崩

壊
は
、
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
ソ
連
解
体
（
一
九
九
一
年
一
二
月
二
五
日
）
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
は
、
資
本

主
義
と
共
産
主
義
の
対
立
が
あ
り
、
一
九
四
九
年
中
国
共
産
革
命
、
ソ
連
原
爆
実
験
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
は
ジ
ョ

セ
フ
・
レ
イ
モ
ン
ド
・
マ
カ
ー
シ
ー
の
マ
カ
ー
シ
ズ
ム
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
中
で
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
著
作
が
生
み
出
さ
れ

た
。
日
本
で
は
共
産
主
義
全
盛
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
教
え
の
妥
当
性
は
、
オ
バ
マ
と
ロ
シ

ア
大
統
領
の
握
手
の
に
こ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

そ
こ
で
第
八
章
は
最
後
に
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
意
義
に
つ
い
て
の
議
論
と
な
る
。
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「
第
八
章　

歴
史
、
そ
し
て
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
意
義
」
――
本
書
は
第
八
章
を
も
っ
て
終
わ
る
。
そ
の
中
か
ら
ま
と
め
と
し
て
以
下
引
用

す
る
。

歴
史
は
、
精
神
科
医
た
ち
が
用
い
る
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
用
紙
の
乱
雑
な
模
様
に
似
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
…
…

歴
史
の
パ
タ
ー
ン
も
同
様
に
主
観
的
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
（
二
二
六
頁
以
下
）。

現
代
史
の
中
に
は
歴
然
た
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
要
素
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
そ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
発
見
す
る
た
め
に
要

求
さ
れ
る
諸
条
件
を
満
た
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
歴
史
の
観
察
者
に
と
っ
て
も
開
示
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
…
…

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
歴
史
的
出
来
事
に
対
し
て
首
尾
一
貫
適
用
し
解
釈
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
究
極
的
に
は
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
信
仰
と
か
世
界
観
と
か
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
（
二
二
八
頁
改
訳
）。

…
…
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
認
識
は
、
一
般
的
に
は
、
こ
の
状
況
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
者
よ
り
も
、
外
か
ら
の
観
察
者
に
開
示
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
（
二
二
九
頁
改
訳
）。

個
人
は
、
国
家
や
社
会
に
ど
れ
ほ
ど
深
く
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
の
変
転
か
ら
超
越
す
る
一
次
元
を
も
っ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
個
人
と
し
て
の
人
間
は
、
彼
ら
が
集
団
と
し
て
は
巻
き
込
ま
れ
る
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
状
況
を
個
人
と
し
て

見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
二
三
〇
頁
改
訳
）。

歴
史
の
中
で
は
善
と
悪
と
は
、
奇
妙
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
は
し
ば
し
ば
悲
劇
的
な
選
択
や
ジ
レ
ン
マ
に
出
会
う
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こ
と
に
な
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
、
こ
の
悲
劇
的
な
要
素
を
人
間
存
在
の
根
源
的
な
要
素
と
見
做
さ
な
か
っ
た
の
は
、
正

し
い
判
断
で
あ
っ
た
（
二
三
六
頁
）。

し
か
し
、
明
白
な
こ
と
は
、
歴
史
の
中
に
存
在
す
る
悪
が
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た
自
由
の
賜
物
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
も
の

で
は
な
い
と
こ
ろ
の
人
間
の
思
い
上
が
り
、
そ
の
中
に
原
因
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
い
上
が
り
が
、
自
由

の
賜
物
を
腐
敗
堕
落
さ
せ
る
。
こ
う
い
っ
た
思
い
上
が
り
が
、
強
さ
が
弱
さ
と
な
っ
た
り
、
知
恵
が
愚
昧
へ
と
転
じ
た
り
す
る

よ
う
な
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
転
変
の
源
泉
な
の
で
あ
る
（p

.1
5

8

意
訳
、
二
三
七
頁
）。

聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
「
歴
史
」
の
中
に
も
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
存
在
す
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
時
代
の
も
っ
と
も
純
粋
な
宗

教
﹇
ユ
ダ
ヤ
教
﹈
の
祭
司
た
ち
と
、
も
っ
と
も
高
い
正
義
の
法
で
あ
る
ロ
ー
マ
法
の
執
行
人
た
ち
と
に
よ
っ
て
、
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
二
三
九
頁
改
訳
）。

最
後
に
、
前
出
の
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
こ
と
へ
の
言
及
が
出
て
く
る
の
で
そ
れ
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
状
況
は
、
そ
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
人
が
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
責
任
を
負
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
悲
哀
（p

ath
o

s

）
の
状
況
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
状
況
は
、
そ
の
責

任
が
、
そ
の
意
識
的
選
択
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
無
意
識
的
な
弱
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、

悲
劇
（trag

e
d

y

）
の
状
況
か
ら
も
区
別
さ
れ
る
。
セ
ル
バ
ン
テ
ス
と
い
う
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
に
し
て
人
間
観
察
者
で
あ
る
著

者
に
そ
の
想
像
力
を
導
か
れ
た
読
者
で
あ
れ
ば
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
騎
士
道
的
武
者
修
行
の
理
想
を
、
著
者
が
ア
イ
ロ
ニ
ッ
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ク
な
仕
方
で
支
持
し
て
み
た
り
、
反
駁
し
て
み
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
、
見
破
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
、
騎
士
た
ち
が
彼
ら
の
理
想
の
欺
瞞
性
に
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
に
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
自
身
も
自
ら
が
騎

士
道
の
理
想
を
真
似
て
い
る
こ
と
の
不
条
理
に
気
付
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
（p

.1
6

6
f. 

改
訳
、
二
四
九
頁
）。

本
書
は
、「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
の
概
念
を
用
い
て
書
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
自
己
批
判
の
書
で
あ
り
、
同
時
に
当
時
の
敵
対
国
で
あ
っ
た
ソ
連

批
判
の
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
「
歴
史
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
に
お
い
て
は
、
人
間
論
と
歴
史
論
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
バ
ル
ト
の
啓
示
論
は
垂
直
次
元
的
で
あ
る
。
彼

の
人
間
論
は
キ
リ
ス
ト
論
に
還
元
さ
れ
る
。
し
か
し
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
れ
を
歴
史
論
と
結
び
つ
け
る
。
世
界
史
の
流
れ
は
バ
ル
ト
的
垂
直
次

元
の
思
惟
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。「
歴
史
の
中
で
は
善
と
悪
と
が
奇
妙
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
は
し
ば
し
ば
悲
劇
的
な
選
択
や
ジ

レ
ン
マ
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
悲
劇
的
な
要
素
を
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
人
間
存
在
の
根
源
的
な
要
素
と
み
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
は

正
し
い
判
断
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
二
三
六
頁
）。

こ
こ
に
「
こ
の
悲
劇
的
な
要
素
を
人
間
存
在
の
根
源
的
な
要
素
と
み
な
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
悲
劇
的
な
も
の
を
越
え

て
、
人
間
の
本
性
に
ひ
そ
む
ア
イ
ロ
ニ
ー
か
ら
歴
史
を
見
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
人
間
観
に
は
、
深
い
罪
理
解
を

運
命
的
に
固
定
化
し
な
い
、
つ
ま
り
そ
の
罪
の
中
に
な
お “iu

stitia o
rig

in
alis ”

（
原
義
）
と
の
緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
く
洞
察
が

あ
る
。
そ
こ
か
ら
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
書
の
題
名
と
な
る
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
の
概
念
を
発
見
し
、
そ
れ
を
人
間
の
「
生
」
つ
ま
り
「
人
生
」

の
根
源
的
理
解
へ
と
適
用
し
た
。
だ
か
ら
ニ
ー
バ
ー
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
こ
の
悲
劇
的
な
要
素
を
人
間
存
在
の
根
源
的
な
要
素
と
み

な
さ
な
か
っ
た
の
は
正
し
い
判
断
」
と
し
て
、
人
生
に
お
け
る
根
源
的
な
も
の
は
、
悲
劇
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
も
の
だ

と
見
抜
く
。
こ
う
い
う
人
間
理
解
を
ニ
ー
バ
ー
は
こ
こ
で
提
示
し
た
。
そ
こ
か
ら
こ
う
い
う
人
間
の
自
由
の
理
解
が
出
て
く
る
。
人
間
の
も

つ
自
由
は
、
た
し
か
に
、
自
然
を
越
え
る
力
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
自
然
に
対
し
て
破
壊
的
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
、
こ
う
い
う
人
間
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理
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
思
想
で
は
な
い
、
聖
書
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
理
解
で
あ
る
、
そ
う
ニ
ー
バ
ー
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

人
間
は
神
と
関
わ
り
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
人
間
の
自
由
の
限
界
を
知
る
た
め
で
あ
る
。「
妬
む
神
」
と
い
う
聖
書
の
言
葉

に
つ
い
て
ニ
ー
バ
ー
は
こ
う
解
説
す
る
。「
神
が
妬
む
と
い
う
の
は
、
人
間
が
人
間
の
限
界
を
守
る
こ
と
を
拒
否
す
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
」

（
二
三
六
頁
）。
そ
の
「
限
界
」
が
「
明
瞭
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
」
か
ら
、
人
間
に
と
っ
て
「
善
と
悪
と
の
区
別
は
絶
対
的
明
確
な
線

と
し
て
現
れ
て
い
な
い
」、「
し
か
し
、
明
白
な
こ
と
は
、
歴
史
の
中
に
存
在
す
る
悪
が
、
自
由
の
賜
物
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な

い
人
間
の
思
い
上
が
り
に
原
因
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
い
上
が
り
が
、
自
由
の
賜
物
の
腐
敗
で
﹇
あ
り
﹈
…
…
強
さ

が
弱
さ
と
化
し
た
り
、
知
が
愚
を
吐
く
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
源
泉
な
の
で
あ
る
」（
二
三
六
―
二
三
七
頁
）。

バ
ル
ト
は
、
彼
の
『
教
会
教
義
学
』
へ
の
反
省
を
込
め
て
晩
年
人
間
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。
そ
れ
は
『
神
の
人
間
性
』
と
題
さ

れ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
人
間
論
は
、
結
局
は
、「
神
の
人
間
性
」
で
あ
っ
て
、
人
間
の
現
実
、
歴
史
の
現
実
に
ま
で
届
く
こ
と
は
な
い
。

幾
何
学
的
か
人
間
学
的
か
。
歴
史
は
人
間
的
領
域
で
あ
る
。
人
間
以
外
の
も
の
に
語
の
厳
密
な
意
味
で
の
歴
史
は
存
し
な
い
。
バ
ル
ト
と

ニ
ー
バ
ー
と
の
違
い
は
、
両
者
の
創
造
論
に
お
け
る
人
間
観
の
解
釈
の
相
違
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る “iu

stitia o
rig

in
alis ”

（
原
義
）
の
理

解
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
理
解
に
お
い
て
ニ
ー
バ
ー
は
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
近
い
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
「
矛
盾
に
お
け
る
人
間
」
と
い
う
言
い
方
を

し
た
。
こ
れ
も
両
者
の
接
近
を
現
し
て
い
る
。
し
か
し
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
矛
盾
（W

id
e

rsp
ru

ch

）
と

い
う
よ
り
は
、
ニ
ー
バ
ー
に
お
い
て
は
、「
パ
ラ
ド
ク
ス
」
と
い
う
よ
り
は
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
論
と
人
間
論
と
の
結
び
つ
き
は
、
第
八
章
に
お
け
る
ニ
ー
バ
ー
の
次
の
よ
う
な
発
言
の
中
に
表
現
さ
れ
て
、
典
型
的
に

繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
に
お
け
る
秘
儀
（m

y
ste

r
y,  

神
秘
）
と
意
味
（m

e
an

in
g

）
の
領
域
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て
究
極
的
に
や
っ
と
分
か
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
合
理
的
な
理
解
可
能
性
の
ど
の
よ
う
な
枠
組



65 ニーバーの思惟の特質

み
と
も
同
一
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
秘
儀
の
中
に
あ
る
意
味
を
理
解
す
る
信
仰
は
、
国
家
や
文
化
の
プ
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
歴

史
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
誤
っ
た
「
意
味
」
に
対
し
て
悔
い
改
め
を
迫
る
。
こ
の
よ
う
な
悔
い
改
め
こ
そ
愛
の
真
の
源
泉
と
な

る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
キ
ル
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
深
刻
に
求
め
て
い
る
も
の
は
純
粋
な
愛
な
の
で
あ
る
（
二
二
五
頁
改
訳
）。

歴
史
の
中
で
は
善
と
悪
と
は
、
奇
妙
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
は
し
ば
し
ば
悲
劇
的
な
選
択
や
ジ
レ
ン
マ
に
出
会
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
、
こ
の
悲
劇
的
な
要
素
を
人
間
存
在
の
根
源
的
な
要
素
と
見
な
さ
な
か
っ
た
の

は
正
し
い
判
断
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
悲
劇
的
な
も
の
は
、
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
も
の
の
下

位
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
の
悪
と
破
壊
性
と
は
、
人
間
の
創
造
性
の
行
使
に
お
け
る
不
可
避
的
な
帰
結
で
あ

る
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
自
然
の
単
な
る
調
和
や
必
然
性
を
破
り
、
そ
れ
を
超
越
す
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間
が
自
然
に
対
し
破
壊
的
に
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
理
想
的
可
能
性
は
常
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
二
三
六
頁
）。

「
神
が
妬
む
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
人
間
が
人
間
の
自
由
の
限
界
を
守
る
こ
と
を
拒
否
す
る
場
合
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
明
瞭
な
限
界
が
存
在
し
て
い
る
の
は
、
人
間
が
創
造
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
被
造
物
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
こ
の
限
界
は

明
瞭
な
形
で
は
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
故
に
善
と
悪
と
の
区
別
は
絶
対
的
な
明
確
な
線
と
し
て
現
れ
出
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
明
白
な
こ
と
は
、
歴
史
の
中
に
存
在
す
る
悪
が
、
自
由
の
賜
物
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
人
間
の

思
い
上
が
り
に
原
因
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
い
上
が
り
は
、
自
由
の
賜
物
の
腐
敗
で
あ
る
。
思
い
上
が

り
こ
そ
、
強
さ
が
弱
さ
と
化
し
た
り
、
知
が
愚
を
吐
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
源
泉
な
の
で
あ
る
（
二
三
六
頁
）。
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本
書
の
最
後
の
章
で
、
こ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
典
型
を
ニ
ー
バ
ー
は
、
近
代
技
術
文
明
に
見
る
。
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

北
部
に
住
ん
で
い
た
が
、
南
部
に
あ
る
有
名
な
摩
天
楼
は
現
代
の
バ
ベ
ル
の
塔
だ
と
見
る
。
人
間
の
限
界
を
越
え
よ
う
と
す
る
「
思
い
上
が

り
」、
そ
れ
は
聖
書
が
描
く
堕
罪
物
語
、
つ
ま
り
蛇
に
誘
惑
さ
れ
て
「
神
の
ご
と
く
な
る
」
こ
と
を
欲
す
る
、
バ
ベ
ル
の
塔
を
建
て
て
人
類

一
体
性
を
構
築
で
き
る
と
考
え
る
、
人
間
の
限
界
を
越
え
よ
う
と
す
る
「
思
い
上
が
り
」、
そ
れ
が
人
間
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

そ
の
罪
が
神
と
人
間
と
の
関
係
の
断
絶
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
、
神
の
救
い
が
こ
の
罪
を
贖
う
こ
と
に
お
い
て
も
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
性
格
を

も
っ
て
い
る
。
パ
ウ
ロ
は
み
ず
か
ら
を
「
罪
人
の
か
し
ら
」
と
言
っ
た
、
し
か
し
神
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ
る
、
そ
れ
は
実
に
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル

で
あ
る
。
み
ず
か
ら
を
義
人
と
思
っ
て
い
る
者
が
罪
人
で
あ
る
こ
と
は
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
で
あ
る
が
、
罪
人
が
義
人
と
さ
れ
る
の
も
ア
イ
ロ
ニ

カ
ル
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
と
被
造
物
と
の
関
係
の
逆
説
性
を
言
い
表
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
も
つ
逆
説
性
は
、
神
と

人
間
の
関
係
を
も
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
と
人
間
と
の
関
係
は
、
人
間
の
罪
か
ら
の
救
済
に
も
出
て
く
る
（
！
）
と
い
う
神
秘
で
あ

る
。

Ⅱ　
「
歴
史
（
世
界
史
）
の
神
学
」
へ　

新
し
い
知
性
、
新
し
い
学
問

こ
の
書
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
史
そ
し
て
歴
史
（
世
界
史
）
を
神
学
す
る
ニ
ー
バ
ー
を
見
て
き
た
）
3
（

。
本
書
は
、
新
し
い
神

学
の
試
み
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
書
に
は
「
世
界
史
」
と
い
う
言
葉
が
要
所
々
々
に
繰
り
返
し
出
て
く
る
。
そ
の
意
味
で

『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
は
「
世
界
史
の
神
学
」
を
目
指
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
世

界
史
の
哲
学
』
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
第
一
次
大
戦
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
参
入
し
た
、
し
か
し
、
第
二
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次
大
戦
後
地
球
の
相
貌
に
決
定
的
な
変
化
が
現
れ
出
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ばW

e
lt

がw
e

lte
n

す
る
、
世
界
の
世
界
史

化
と
言
っ
て
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
は
「
新
大
陸
」
と
い
う
よ
り
、
あ
る
い
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
「
新
世
界
」
と
い
う
よ
り
は
、
世
界
全
体
が

新
し
く
な
る
、
そ
れ
は
古
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
も
古
い
イ
ン
ペ
リ
ア
リ
ズ
ム
で
も
な
い
、
今
日
の
言
葉
で
言
え
ば
グ
ロ
ー
ブ
（
地
球
）
が

グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
す
る
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
「
世
界
共
同
体
」
の
形
成
と
い
う
新
し
い
課
題
と
取
り
組

ん
だ
最
初
の
神
学
者
と
言
え
る
。

（
注
3
） 

歴
史
と
い
う
概
念
は
『
信
仰
と
歴
史
』
に
も
出
て
く
る
が
、『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
に
お
い
て
は
、「
歴
史
」
し
か
も
哲
学
的
な
「
歴

史
」
概
念
で
は
な
く
、
現
実
的
な
「
ア
メ
リ
カ
史
」
と
し
て
出
て
く
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
現
実
分
析
に
役
割
を
果
た
す
。
つ
ま
り
そ
れ

は
「
概
念
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
現
実
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
、
過
去
の
も
の
と
し
て
限
定
も
確
定
も
で
き

な
い
、
現
在
か
つ
未
来
へ
と
動
い
て
行
く
「
歴
史
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
現
在
と
未
来
と
を
、
過
去
の
歴
史
か
ら
延
長
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
「
歴
史
」
概
念
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
聖
書
の
歴
史
観
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
そ
れ
は
聖
書
的
な
世
界
観
人
間
観
で
あ
る
と

言
い
得
る
。
つ
ま
り
過
去
現
在
未
来
へ
と
直
線
的
に
現
象
す
る
時
間
過
程
に
お
い
て
変
動
す
る
人
間
社
会
の
見
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
の
摂

理
に
従
う
が
、
人
間
に
よ
っ
て
完
全
に
決
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
「
歴
史
」
概
念
を
、
彼
の
思
索
・
思
想
の
機
軸
と
し
た
。
そ
の
点
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
存
在
論
」
的
神
学
と
は
異

な
る
。
彼
に
も
歴
史
意
識
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
カ
イ
ロ
ス
と
い
う
時
間
理
解
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
過
程
性
よ
り
も
、
特
異
性
を
捉
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
存
在
論
的
遡
源
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
は
し
か
し
、
歴
史
か
ら
の
離
反
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
同
様
な
問
題
性

は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
か
ら
入
っ
た
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
は
異
な
り
、
存
在
論

で
は
な
く
、
実
存
論
と
し
て
、
実
存
の
「
小
部
屋
」（
ブ
ー
バ
ー
の
批
判
的
表
現
）
に
こ
も
り
、
そ
の
実
存
を
時
間
論
的
に
捉
え
直
す
。
し
か

し
、
そ
こ
で
も
歴
史
喪
失
に
陥
る
。
そ
れ
は
彼
の
ナ
チ
ス
の
問
題
性
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
政
治
決
断
の
問
題
と
し
て
出

て
く
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
も
異
な
る
思
索
の
方
向
を
行
く
。
そ
れ
は
こ
の
「
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
」

に
決
定
的
に
出
て
い
る
。
歴
史
は
、
人
間
の
生
活
の
場
、
人
生
の
舞
台
で
あ
る
。
歴
史
の
中
で
「
生
命
」（life

）
は
「
人
生
」（life

）
と
な
る
。

こ
の
区
別
は
日
本
語
に
よ
っ
て
適
切
に
区
別
さ
れ
る
。
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そ
の
区
別
を
借
り
て
言
え
ば
、
歴
史
と
は
存
在
の
時
間
化
で
あ
る
。
存
在
の
空
間
化
は
イ
ン
ド
的
・
ギ
リ
シ
ャ
的
で
あ
る
。
人
間
存
在
の

時
間
化
、
そ
れ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
は
異
な
り
、
歴
史
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
化
は
、
人
間
を
個
人
的
実
存
的
孤
立
で
は
な
く
、
集

団
的
国
民
的
「
一
蓮
托
生
」
へ
と
連
続
す
る
。

バ
ル
ト
と
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
論
争
は
自
然
神
学
を
め
ぐ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ル
ト
と
ニ
ー
バ
ー
と
の
発
想
に
お
け
る
対
立
は
、
ゲ
シ
ェ
ー

エ
ン
（
出
来
事
）
と
ゲ
シ
ヒ
テ
（
歴
史
）
と
の
違
い
で
あ
る
。
バ
ル
ト
は
「
ス
イ
ス
は
神
の
摂
理
と
人
間
の
混
乱
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
」

と
い
う
言
葉
を
愛
好
し
た
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
「
ア
メ
リ
カ
史
」
と
い
う
概
念
は
、「
天
に
座
す
る
者
笑
い
た
ま
わ
ん
」
と
い
う
聖
句
を
念
頭
に

お
い
て
な
お
、
人
間
は
地
あ
る
存
在
と
し
て
、
そ
の
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
の
理
解
を
も
っ
て
、
ど
う
よ
り
よ
い
道
を
選
ぶ
か
と
い
う
倫
理
学
、

政
治
学
と
神
学
を
結
び
つ
け
る
。
バ
ル
ト
の
よ
う
に
す
べ
て
を
神
学
の
中
に
包
括
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
の
現
実
と
取
り
組
む
べ
く
神

学
を
出
る
。
バ
ル
ト
も
ニ
ー
バ
ー
も
「
聖
書
」
に
帰
る
。
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
ブ
ル
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
近
代
的
歴
史
学
（
ヒ
ス
ト
リ
エ
）

と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
存
論
と
を
結
託
さ
せ
て
聖
書
を
近
代
的
歴
史
研
究
へ
と
逆
行
さ
せ
た
こ
と
と
は
異
な
る
神
学
拠
点
を
守
っ
た
。
と
く
に

こ
の
神
学
拠
点
が
バ
ル
ト
の
み
な
ら
ず
ニ
ー
バ
ー
に
お
い
て
も
決
定
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
神
学
の
近
代
的
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
聖
書
を
近
代
的
に
分
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
書
の
中
に
あ
る
救
済
史
と
い
う
世
界
の
歴
史
的
掌
握
力
な

し
に
、
現
代
状
況
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
歴
史
に
未
来
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
し
か
し
、
過
去
は
そ
の

歴
史
の
時
々
に
お
け
る
人
間
の
対
応
や
態
度
に
つ
い
て
の
教
訓
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
る
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
未
来
へ
と
決
断

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
温
故
知
新
と
は
違
う
。
そ
の
言
葉
に
ひ
そ
む
前
提
は
宇
宙
の
永
遠
回
帰
で
あ
る
。
山
手
線
と
中
央
線
の
違
い

の
よ
う
に
、
世
界
史
は
円
環
的
で
は
な
く
、
直
線
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
過
去
に
学
び
つ
つ
も
、
現
在
は
、
未
来
へ
と
新
し
く
選
択
的
に
決

断
す
る
拠
点
と
な
り
、
そ
こ
で
未
来
へ
と
動
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
神
学
は
倫
理
学
や
政
治
学
と
結
び
つ
く
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
が
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
を
特
徴
づ
け
る
。

『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
の
「
ア
メ
リ
カ
史
」
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
研
究
を
意
味
し
な
い
。
ド
イ
ツ
語
の
「
ヒ
ス
ト
リ

エ
」
と
「
ゲ
シ
ヒ
テ
」
と
「
ゲ
シ
ェ
ー
エ
ン
」
と
い
う
語
を
借
り
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
「
ヒ
ス
ト
リ
エ
」
で
は
な
い
、
近
代
的

な
歴
史
研
究
の
企
て
で
は
な
い
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
を
神
の
啓
示
の
「
ゲ
シ
ェ
ー
エ
ン
」
か
ら
捉
え
る
と
い
う
バ
ル
ト
的
な
神
学
的
試
み
で
は

な
い
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
史
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
の
「
ゲ
シ
ヒ
テ
」
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
が
ど

う
未
来
へ
向
か
っ
て
進
む
べ
き
か
を
考
察
す
る
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
歴
史
の
神
学
の
試
み
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
ニ
ー
バ
ー
の
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
を
「
神
学
」
と
読
ん
で
は
ば
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
神
学
で
な
く

て
、
そ
れ
で
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
当
時
は
、
ア
メ
リ
カ
と
当
時
の
ソ
連
と
の
い
わ
ゆ
る
東
西
対
立
の
た
だ
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
危
険
な
状
況

の
中
で
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
行
く
べ
き
か
、
ア
メ
リ
カ
史
の
現
在
を
未
来
へ
と
ど
う
導
く
か
、
本
書
に
は
神
学
者
ニ
ー
バ
ー
の
提
示
し
た
ア
メ

リ
カ
に
与
え
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
い
る
。

そ
の
と
き
問
題
に
な
る
の
は
、
歴
史
的
現
在
の
把
握
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
引
用
す
る
。

そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
何
か
。
そ
れ
は
ソ
連
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
貧
し
い
も
の
は
幸
い
」
と
い
う
聖
書
の
言
葉
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
中
世
の

騎
士
物
語
に
熱
中
し
て
興
奮
す
る
さ
ま
に
な
ぞ
ら
え
る
。
い
わ
ば
聖
書
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
的
読
み
方
だ
と
見
る
。
そ
れ
を
も
っ
と
よ
く
見

る
、
心
の
貧
し
い
者
と
な
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
聖
書
の
読
み
直
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
も
っ
て
現
代
状
況
と
の
取
り
組
み
、
そ
れ
は
歴
史
に
「
経

験
」
の
概
念
を
も
っ
て
転
向
し
て
行
く
。
聖
書
を
歴
史
的
経
験
の
中
で
読
む
、
そ
れ
は
「
歴
史
」
の
再
発
見
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「『
合
理
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
』
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
も
自
由
主
義
に
も
存
在
す
る
夢
の
本
当
の
困
難
さ
は
、
現

代
人
に
、
歴
史
と
い
う
ド
ラ
マ
が
、
人
間
が
把
握
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
巨
大
な
舞
台
の
上
で
演
じ
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
い
う
事
実
を
受
け
入
れ
る
謙
虚
さ
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
一
三
六
頁
）。「
生

の
健
全
性
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
神
秘
へ
の
何
ら
か
の
て
が
か
り
を
も
つ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
の
意
味

領
域
を
簡
単
に
解
明
可
能
な
自
然
の
過
程
へ
と
還
元
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
手
が
か
り
は
信
仰
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
現
代
人
は
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
人
間
は
歴
史
的
被
造
物
と
し
て
、
自
然
の
被
造
物
へ
と
あ
ま
り

に
も
単
純
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
人
間
が
も
っ
て
い
る
究
極
的
の
も
の
と
の
接
触
が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（
一
三
六
―
一
三
七

頁
）。人

間
論
は
、
歴
史
の
次
元
で
捉
え
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
人
間
論
の
変
化
を
も
っ
て
、
歴
史
の
次
元
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

歴
史
的
被
造
物
と
し
て
の
人
間
が
自
然
の
被
造
物
へ
と
あ
ま
り
に
も
単
純
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
人
間
が
歴
史
的
被
造
物
で

あ
る
が
故
に
も
っ
て
い
る
究
極
的
な
も
の
と
の
接
触
は
す
べ
て
破
壊
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
一
三
七
頁
）。
――
人
間
論
の
変
化
に
よ
っ
て
の
み
、

歴
史
の
次
元
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
が
科
学
的
自
然
研
究
の
ま
ま
で
歴
史
を
研
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
の
科
学
、
歴

史
の
自
然
科
学
な
ど
は
存
し
な
い
。

そ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
改
造
し
た
マ
ル
ク
ス
の
思
想
、
そ
れ
ら
を
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
的
に
武
装
し
て
、
見
当
違
い
な
突
撃
を
す
る
、
ア
メ
リ
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カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
歴
然
た
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
も
見
抜
く
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ニ
ー
バ
ー

の
究
極
の
関
心
は
、
現
代
に
お
い
て
い
か
に
こ
の
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
か
ら
ま
ぬ
か
れ
る
か
、
そ
の
た
め
に
と
く
に
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
す
べ
き

か
と
い
う
問
題
と
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
は
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
。
ま
ず
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
「
文

明
（
と
い
う
名
の
騎
士
や
貴
婦
人
と
）
を
絶
滅
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
世
界
か
ら
悪
を
除
去
で
き
な
い
と
確
信
し
て
」
荒
馬
に
乗
っ
て
突
撃
す

る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
に
似
て
い
る
と
み
な
す
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
で
は
ナ
イ
ー
ヴ
な
神
学
の
応
用
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
種
の
終
末

論
で
あ
る
が
、「
歴
史
の
終
わ
り
」
が
あ
っ
て
理
想
社
会
が
始
ま
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
幻
想
は
、「
悪
魔
的
な
幻
想
」

と
批
判
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
二
重
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
と
見
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
幻
想
は
、
違
っ
た
仕
方
で
、
ア
メ
リ
カ
に
も
あ
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
は
見
る
。
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
槍
に
当
た
る
の
は
原
爆

で
あ
る
。
…
…
そ
う
で
は
な
い
、
も
っ
と
違
う
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
見
る
。
グ
ロ
ー
ブ
が
歴
史
性
へ
と
変
動

す
る
。

そ
の
歴
史
性
の
一
面
が
現
象
化
し
た
の
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
歴
史
化
の
外
面
で
し
か
な
い
。

内
面
は
人
間
の
内
面
性
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
捉
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
内
面
性
と
は
何
か
。
自
由
で
あ
る
。

こ
う
し
て
彼
の
思
索
の
目
に
は
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
状
況
の
変
化
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
二
つ
の
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
、
と
く
に
第
二

次
大
戦
に
よ
っ
て
、
世
界
が
「
世
界
史
」
と
し
て
現
象
し
た
。
そ
の
現
象
を
神
学
的
に
捉
え
返
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
ラ
ン
ケ
の
時
代
に
言

わ
れ
た
世
界
史
と
い
う
の
と
は
異
な
る
。
世
界
の
構
造
変
化
に
よ
る
世
界
史
化
で
あ
る
。

「
最
強
の
国
家
あ
る
い
は
諸
国
家
の
同
盟
さ
え
も
、
そ
れ
自
体
歴
史
の
ド
ラ
マ
を
構
成
す
る
多
く
の
力
の
単
な
る
一
つ
に
す
ぎ
な
い
」

（
二
一
二
頁
）。
――
預
言
者
イ
ザ
ヤ
は
、「
見
よ
、
も
ろ
も
ろ
の
国
民
は
、
お
け
の
一
し
ず
く
の
よ
う
に
」
と
言
う
（
イ
ザ
ヤ
四
〇
・
一
五
）。

こ
の
よ
う
な
視
野
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
視
座
か
ら
開
け
て
く
る
。
そ
れ
は
バ
ル
ト
に
は
な
い
、
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
も
な
い
。
バ
ル
ト
の
思
惟

は
、
初
期
の
『
ロ
マ
書
』
に
出
て
く
る
垂
直
次
元
の
啓
示
論
、
上
を
仰
ぎ
見
る
思
索
で
あ
っ
た
。
下
に
向
か
っ
て
啓
示
は
人
間
世
界
と
接
す



71 ニーバーの思惟の特質

る
接
点
は
数
学
的
点
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
バ
ル
ト
の
思
想
を
隕
石
の
た
と
え
で
言
い
表
し
た
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

は
歴
史
に
関
心
を
も
っ
た
が
、
彼
の
カ
イ
ロ
ス
論
で
は
こ
の
よ
う
な
世
界
史
的
視
野
は
開
け
な
い
。

も
し
ニ
ー
バ
ー
が
見
た
世
界
像
の
変
化
が
真
実
だ
と
す
れ
ば
、
今
日
の
諸
学
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
そ
の
変
化
に
正
し
く
対
処
す
る
知

の
変
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
は
神
学
者
と
い
う
言
葉
を
み
ず
か
ら
に
当
て
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
。
も
し
バ
ル
ト
や
テ
ィ

リ
ッ
ヒ
の
学
を
「
神
学
」
と
言
う
な
ら
ば
、
た
し
か
に
ニ
ー
バ
ー
の
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神
学
」
的
で
は
な
い
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、

ニ
ー
バ
ー
を
「
哲
学
者
」
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
も
の
は
、
哲
学
者
の
も
の
と
も
言
え
な
い
。「
神
学
者
」
で
な
け
れ

ば
書
け
な
い
も
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に　

ふ
た
た
び
状
況
へ

ふ
と
、
な
ぜ
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
書
の
は
じ
め
に
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
こ
と
を
書
い
た
の
か
、
と
思
う
。
著
者

セ
ル
バ
ン
テ
ス
（
一
五
四
七
〜
一
六
一
六
年
）
は
、
中
世
の
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
の
崩
壊
の
音
の
響
き
わ
た
る
一
六
世
紀
末
の

ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
大
航
海
時
代
で
あ
る
。
地
球
の
相
貌
が
大
変
化
を
遂
げ
て
行
く
頃
で
も
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
そ
の
大

航
海
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
敗
れ
た
（
一
五
八
八
年
）。
も
し
そ
の
時
代
に

お
け
る
世
界
の
変
貌
を
第
一
次
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
思
想
が
状
況
と
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
得
て
し
て
起
こ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
問
題
を
セ
ル
バ
ン
テ
ス
は
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
物
語
に
託
し
て
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
は
、
中
世
の
騎
士
道
物
語
の
過
度
な
愛
読
者
で
あ
り
、
読
み
過
ぎ
て
、
あ
た
ま
が
お
か
し
く
な
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
第
一
に
自
然
科
学
と
歴
史
の
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。「
空
の
模
様
を
見
分
け
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
時
の
し
る
し
を
見
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分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
」（
マ
タ
イ
福
音
書
一
六
・
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
で
は
、
歴
史
を
解
明
で
き
な
い
。
ニ
ー
バ
ー

は
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
中
で
、
歴
史
的
ズ
レ
と
い
う
人
間
理
性
の
問
題
を
見
た
、
ま
た
、
歴
史
の
理
解
に
お
け
る
錯
誤

の
可
能
性
を
見
た
。
古
い
騎
士
道
で
は
行
か
な
い
、
行
け
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
う
い
う
新
し
い
現
実
、
そ
れ
が
俄
然
開
か
れ
て
き
た
こ

と
を
見
た
。
そ
れ
は
原
爆
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
第
二
次
大
戦
後
に
感
じ
と
ら
れ
た
世
界
の
相
貌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
。
パ

ス
カ
ル
（
一
六
二
三
〜
一
六
六
二
年
）
が
出
た
の
は
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
死
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
幾
何
学
的
精
神
」
と
「
繊
細
な
精
神
」

と
は
パ
ス
カ
ル
が
与
え
た
区
別
で
あ
る
。
歴
史
は
幾
何
学
的
精
神
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
代
の
歴
史
に
取
り
組
む
た
め
の
特
別

な
繊
細
な
精
神
が
必
要
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
が
知
っ
た
こ
と
を
こ
う
言
い
換
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
眼
前
に
現
れ
出
た
第
二

次
大
戦
後
の
新
し
い
現
実
、
世
界
史
的
現
実
、
そ
れ
は
一
方
で
ア
メ
リ
カ
の
世
界
史
的
地
位
の
決
定
的
上
昇
、
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世

界
は
一
つ
の
頂
点
を
も
っ
た
の
で
は
な
く
、
ソ
連
（
当
時
）
と
い
う
も
う
一
つ
の
頂
点
、
そ
し
て
や
が
て
原
爆
競
争
、
そ
の
よ
う
な
対
立
、

つ
ま
り
東
西
対
立
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
世
界
史
観
に
ひ
そ
む
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
神
学
者
ニ
ー
バ
ー
は
こ
の

状
況
と
取
組
み
――
最
初
言
及
し
た
オ
ル
テ
ガ
が
言
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
――
む
し
ろ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
幻
想
的
歴
史
哲
学
を
、
そ

の
人
間
理
解
の
角
度
か
ら
批
判
的
に
切
り
崩
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
哲
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対

決
と
い
う
形
と
な
っ
た
。
当
時
に
あ
っ
て
は
、
世
界
史
の
未
来
を
賭
け
た
深
刻
な
知
的
た
た
か
い
と
な
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
の
支
配
が
す
べ
て
を
解
決
す
る
と
い
う
幻
想
を
否
定
し
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
社
会
が
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
現
実
に
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
か
え
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
、
共
産
党
一
党
独
裁
と
な
り
、
抑
圧
的
新
機
構
を
構
築
す
る
。
そ

の
根
底
に
ひ
そ
む
の
が
人
間
論
的
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
ソ
連
の
運
命
、
崩
壊
に
よ
っ
て
露
呈
す
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
新

し
い
時
代
に
新
し
い
人
間
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
し
い
政
治
、
そ
し
て
新
し
い
世
界
の
形
成
が
必
要
と
考
え
た
。
そ
れ
は

聖
書
的
人
間
論
の
現
代
的
妥
当
性
を
立
証
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
地
球
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
第
二
次
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
あ
の
金
融
危
機
以
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来
こ
の
語
は
世
界
を
廻
っ
て
い
る
。
――
中
世
の
騎
士
道
物
語
に
熱
中
し
て
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
何
を
し
た
か
。
――
と
こ
ろ
で
、
だ
れ
か

は
古
い
も
の
を
読
み
過
ぎ
て
、
風
車
に
向
か
っ
て
突
撃
す
る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

わ
た
し
は
、
バ
ル
ト
に
敬
意
を
失
っ
て
は
い
な
い
が
、
あ
の
一
九
五
一
年
の
ニ
ー
バ
ー
と
バ
ル
ト
と
の
見
解
の
相
違
、
そ
こ
に
当
時
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
学
界
の
状
況
へ
の
違
和
感
が
影
を
落
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
は
こ
の
場
合

誰
な
の
か
、
な
ど
と
思
わ
せ
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、
日
本
の
神
学
は
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

学
問
を
も
っ
て
職
業
と
す
る
日
本
の
大
学
の
状
況
は
ど
う
か
。
今
日
の
文
化
系
の
大
学
は
、
こ
の
時
代
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
聖
学
院
大
学
は
み
ず
か
ら
を
ま
ず
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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